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東北大学 防災科学研究拠点

計画実践グループの役割
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研究グループ
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3. 社会
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5. 備えと復興

6.計画実践
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復興活動への
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feedback 社会への
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研究成果
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石巻市雄勝
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石 巻 市 雄 勝
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雄 勝 中 心 部
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船 越
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羽坂
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雄 勝 地 域 資 料
フ ィ ー ル ド ワ ー ク 準 備 | 11
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フィールドワーク＆住
民へのヒアリング
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雄勝地区復興まちづくり協議会への参加
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各浜の固有性を踏まえた
復興計画の提案に向けて

建 築 家 ヨ コ ミ ゾ マ コ ト 氏 を 非 常 勤 講 師 と し た ス タ ジ オ プ ロ グ ラ ム | 14
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スケジュール
ス タ ジ オ ま ち 協

2011.5中旬

2011.6上旬

2011.6下旬

2011.7下旬

2011.9中旬

ス ケ ジ ュ ー ル ス タ ジ オ ＆ ま ち づ く り 協 議 会 | 15
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現地視察

マスタープラン

モデル集落の復興計画案

地元へのプレゼン

立ち上げ

会合

中間報告

とりまとめ

継続



石 巻 市 | 16

石巻市中心部
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石巻市中心部 資料元：東北大学大学院工学研究科付属・災害制御研究センター | 17

「 復 興 現 場 へ の ア プ ロ ー チ 」 本 江 正 茂 ・ 堀 口 徹 工 学 研 究 科 都 市 ・ 建 築 学 専 攻



⽯巻市街地氾濫計算
• 地形モデル：震災後の5 mDEM→25 mグリッド

• 入力津波：1960年チリ津波相当

• 計算ケース：現況，県道240号線をT.P. +4.0 mまで盛り土

15分後 45分後 60分後

津 波 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 今 井 健 太 郎 工 学 研 究 科 附 属 災 害 制 御 研 究 セ ン タ ー | 18
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最⼤浸⽔⾼分布
沖合津波条件
津波⾼3 m，周期60分

最⼤流速分布
沖合津波条件
津波⾼3 m，周期60分

最⼤浸⽔⾼分布
沖合津波条件
津波⾼3 m，周期60分
県道240号線を盛⼟（T.P. +4.0 m）

最⼤流速分布
沖合津波条件
津波⾼3 m，周期60分
県道240号線を盛⼟（T.P. +4.0 m）

津波数値解析による各種ハード対策の有効性に関する検討
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現況地形

盛⼟
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• 現況地形だと，市街地の広範囲に津波は溢れる

• 浸水高3 m程度（浸水深で1～2 m）

• 湊地区では流速1 m/s以上

• 県道240号線の盛土により，津波氾濫は押さえ込める地域も
ある．一方で，旧北上川の海岸施設を再考しないと，河川か
らの氾濫は変わらない

津 波 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 今 井 健 太 郎 工 学 研 究 科 附 属 災 害 制 御 研 究 セ ン タ ー | 20
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ハザード設計 × まちづくり 平野勝也 工学研究科 土木工学専攻

防災計画からまちづくりへ

• 防災計画が川と街との関係を規定
-Cf. 石巻は江戸時代からの川湊

• 内水氾濫排除システムが、新たな街の魅力を創る可能性
-Cf. 掘り割り運河の復元による排水システム

こうした関係性を丁寧に解きほぐしながら、

地区毎にまちづくりを展開していく。
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【現在】
・地元の人との対話
・課題の整理

中心市街地

中心市街地の若手商店主等

まちづくり会社「まんぼう」

東北大学実践G

支援

支援

拡大

連携

石巻市

支援・連携 提案

他地区
連携・

情報共有

ま ち づ く り の 実 践 姥 浦 道 生 工 学 研 究 科 都 市 ・ 建 築 学 専 攻 | 22

【今後】
・WSの開催
・アウトリーチ
・行政、他地区との連携・情報共有
・まちづくりの提案
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防災科学の研究成果を
生活環境のデザインへ

防 災 科 学 の 研 究 成 果 を 生 活 環 境 の デ ザ イ ン へ | 23
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普遍的な知見を
固有の場所へ

普 遍 的 な 知 見 を 固 有 の 場 所 へ | 24
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